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今 月か ら

新
し
く
仲
間
入
り

日々繰り返される交通渋滞O 厳し い区
内の交通事情を少し でも緩和しようと、

建設が進んでいた2 つの施設が今月完成
し ます。26日に終了する大師線の高架化

工事と、27日に開通する入谷大橋( 入谷

九丁目) です。

大
師
前
駅入

谷

大
橋

大

師

線
2
度
目
の
転
機

大
師
線
は
、
昭
和
6
年
1
2月

に
西
新
井
と
板
橋
を
結
ぶ
路
線
(

西
板
線
)の
一
部
と
し
て
営
業

を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
後
関

東
大
震
災
も
あ

り
、
西
板
線
は

実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
。
大

師
線
は
走
り
続

け
、
区
民
の
重

要
な
交
通
手
段

の
一
つ
と
な
っ

て
い
廖
す
。

こ
の
大
師
線

に
転
機
が
防
れ

た
の
は
昭
和
4
3

年
、
環
状
7
号
線
の
建
設
の
と

き
で
し
た
。
線
路
が
1
0
0
Sほど

短
縮
さ
れ
、
駅
舎
も
現
在
の
場

所
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
元
年
。
踏
み

切
り
に
よ
る
交
通
渋
滞
や
事
故

を
な
く
す
た
め
、
東
京
都
、
足

立
区
、
東
武
鉄
道
の
共
同
事
業

と
し
て
、
大
師
線
の
高
架
化
が

始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
高
架
化
に
合
わ
せ
て
、

大
師
前
駅
も
改
築
さ
れ
、
装
い

も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
5
年
間
に
渡
る
全

工
亊
が
終
了
し
奪
す
。

駅

舎

は

西
新
井
大
師
の
イ
メ
ー
ジ

大
師
前
駅
の
新
し
い
駅
舎

は
、
ア
ー
チ
状
の
屋
根
が
印
象

的
な
I
階
建
て
で
す
。
壁
は
西

新
井
大
師
本
堂
な
ど
に
見
ら
れ

る
木
組
み
に
し
っ
く
い
壁
の
イ

メ
ー
ジ
で
、
こ
げ
茶
の
枠
に
白

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
。西
新
井
大
師
前
庭
の

大
灯
籠
(ろ
う
)
や
な
ま
こ
壁
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ
も
巧
み
に
取
り

入
れ
、
景
観
に
配
慮
し
た
建
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
新
井
大

師
の
ど
の
部
分
が
、
駅
舎
に
ど

の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
使

わ
れ
て
い
る
の
か
と

探
っ
て
み
る
の
も
楽

し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
師
線
高
架
化

に
よ
り
、
新
し
い
ホ

ー
ム
は
3
階
と
な
り

ま
す
。
高
齢
者
や
体

の
不
自
由
な
方
の
た

め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

手
前
の
格
子
は
灯
籠
の
イ
メ
ー
ジ

広 々 と し た 新 し い ホ ー ム

開
業
当
時
の
大
師
前
駅

入

谷

大

橋

3
月
2
7日
正
午
開
通

1
時
間
に
約
千
台
も
の
自
動

車
が
行
き
交
う
南
平
大
橋
(
入

谷
八
丁
目
)
。嵋
も
狹
く
、渋
滞

が
続
き
ま
す
。
こ
の
た
め
足
立

区
川
口
市
双
方
の
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
解
消
の
た
め
建
設
さ
れ

た
の
が
入
谷
大
橋
で
す
。
橋
の

長
さ
は
約
9
5
m
。
片
側
に
2
カ

所
ず
つ
張
り
出
し
た
デ
ッ
キ
が

あ
り
、
歩
行
者
の
小
さ
な
懇
い

の
場
と
も
な
っ
て
い
穿
歹
。

デ
ッ
キ
に
は
、
足
立
区
の
シ

ン
ボ
ル
、桜
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

川
口
市
の
さ
ぎ
ん
か
と
て
っ
ぼ

う
ゆ
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
ク

リ
ー
ン
パ
ネ
ル
を
は
め
込
む
な

ど
、
橋
の
あ
ち
こ
ち
に
足
立
区

ら
し
さ
、
川
口
市
ら
し
さ
を
演

出
し
て
い
李
す
。

レトロな街灯が印象的こんな楽しい 絵タイルガいっぱい

入谷大橋開通記念
フェス テ ィバ ル
舎人1 号公園

3
月
2
7日
正
午
の
閧
通
に
先

立
っ
て

、
午
前
1
0
時
3
0分
か
ら

橋
の
渡
り
朷
め
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
舎
人
1

号
公
園
(

入

谷
九
丁
目
2
9
)で
は
、入
谷
大
橋

開
通
を
祝
い

、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Z
O

シ
ョ
ー
や
ふ
れ
あ
い
助
物

園
な
ど
楽
し
い
催
し
が
た
く
さ

ん
行
わ
れ
家
T
(
下
表
参
照
)
。

ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

(舎
人
区
民
事
務
所
)

(
3
8
9
9
)
4
0
1
4

記念フェ スティ バル( 3 月27日)

※会場には駐車場がありません。自動車でのご来場はご遠
慮ください。

4
月
号
か
ら
紙
面
刷
新

区
の
事
業
や
ま
ち
の
ホ
ッ
ト
な
情
報

を
、
よ
り
正
確
に
よ
り
確
実
に
区
民
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
す
る
た
め
、「
あ
だ
ち
広

報
」
の
レ
イ
ア
ウ
ト
ー
デ
ザ
イ
ン
等
を
4

月
号
か
ら
変
更
し
ま
す
。

1
行
の
字
数
を
増
や
し
た
り
、
段
間
を

空
け
る
な
ど
し
て
、
紙
面
に
ゅ
と
n
棊
痔

た
す
る
と
も
に
、
写
真
や
見
出
し
を
大

き
く
し
、必
要
な
情
報
が
す
ぐ
取
り
出
せ

る
ぷ
っ
に
し
ま
す
。

新
し
い
「
あ
だ
ち
広
報
」に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

A
広
報
課
V

「あだち広報」が、より見やすく
より読みやすくなります。

春 の 交 通 安 全 運 動

4月6日～15日

あり がとう 笑顔で
かわす良いマナー
今年の騫勧の重点
D 若者の無謀運転の防止
D 子供と高齢者の交通事故防止
a シートベルト の着用の徹底
D 放置畦車の追放
※ 4 月から区の交通安全の所管カ1変
わります。交通安全に関 する問い合
わせは、中央本町庁舎・交通安全対
策課 　3880- 5279- へ。

葺
立
ち

桜
も
咲
き
は
じ
め
、
春
た

け
な
わ
と
な
口
ま
し
た
。　

舂
は
万
物
が
芽
ぐ
み
、
生

え
、
伸
び
る
季
節
。
入
学
や

転
勤
な
ど
、
新
し
い
環
境
に

入
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

こ
の
2
4日
は
区
立
小
学
校

の
卒
業
式
。
千
寿
本
町
小
学

校
で
は
、3
月
末
の
引
越
を

前
に
、2
年
間
仮
校
舎
で
我

慢
し
た
子
供
た
ち
へ
の
せ
め

て
も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
真
新
し
い
校
舎
で
卒
業

式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
学
校
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
。
新
し
い
学
校
で

す
。
そ
れ
は
、
足
立
区
朷
の

統
合
新
校
(
千
寿
第
一
小
学

校
と
千
寿
旭
小
学
校
)
で
あ

る
こ
と
、
学
校
の
プ
ー
ル
が

地
域
の
体
育
施
設
と
し
て
の

機
能
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
で
す
。

千
寿
本
町
小
学
校
の
プ
ー

ル
は
学
校
が
使
う
と
き
以
外

は
、
地
域
の
皆
様
に
使
っ
て

い
た
だ
ぐ
施
般
で
す
。
個
人

利
用
や
夜
間
利
用
も
で
き
、

従
来
の
学
校
開
放
と
は
進
っ

た
新
し
い
公
共
施
設
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
か
つ
て

学
校
は
地
域
の
文
化
の
殿
堂

で
し
た
。
今
、
ま
た
本
格
的

な
余
暇
時
代
を
迎
え
、
学
校

は
新
し
い
形
で
の
地
域
の
核

と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ふ
る
し
ょ
う
た
だし

区
長

古

性

直
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フレッ シ
ュマン に贈る

図書館(得)
利用講座

こ
の
春
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
新
し
く
社
会

に
出
る
皆
さ
ん
。
図
一
館
牽
上
手
に
使
っ
て
、
生
活
を

よ
り
豊
か
に
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
辱
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

区内 にある図 書館

読

む

足
立
区
に
は
、
中
心
館
と
し

て
の
中
央
図
S
館
の
ほ
か
、
各

地
域
ご
と
に
1
5館
の
図
書
館
が

あ
り
ま
す
。
館
数
は
2
3区
中
一

番
で
、
蔵一
数
は
1
2
5万冊
に
も

な
り
ま
す
。

「
話
題
の
本
に
は
目
を
通
し

て
お
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

方
に
は
、「
磯
野
家
の
謎
(
な

ぞ
)
」
や
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」、

「
清
貧
の
思
想
」
な
ど
い
ろ
い

ろ
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
気
に
入
り
の
作
家

の
作
品
を
全
集
で
読
め
る
の
も

図
s
館
な
ら
で
は
。
購
入
す
れ

ば
数
万
円
に
も
な
り
ま
す
か

ら
、
お
こ
づ
か
い
の
節
約
に
も

な
n
ま
す
よ
。

見
る

新
社
会
人
の
皆
さ
ん
が
気
に

な
る
の
は
、
や
は
り
最
新
の
二

ユ
ー
ス
、
情
報
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

図
魯
館
に
は
、
雑
誌
・
新
聞

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
自
由
に
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
(
中
央
図
S

館
…
雑
誌
・
2
6
6
誌
、
新
聞
・
3
3

紙
)
。今
ま
で
雑
誌
は
書
店
で

立
ち
読
み
し
て
い
た
方
も
、
ゆ

っ
く
り
座
っ
て
読
め
る
図
一
館

に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
一…
'。

絵
画
や
I
な
ど
の
豪
華
本
も

中
央
図
書
館
に
は
充
実
し
て
い

ま
す
。
個
人
で
は
な
か
な
か
購

入
で
忝
な
い
恚
ワ
な
な
こ
う
し

た
高
価
な
本
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
、
図
S
館
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

聴
く

図
富
館
に
あ
る
も
の
は
実
は

本
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

中
央
図
書
館
で
は
C
D
、
レ

コ
ー
ド
の
貸
し
出
し
も
し
て
い

ま
す
。
C
D
は
5
千
齒
枚
、
レ

コ
ー
ド
は
5
千
2
0
0枚
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
は
も
ち
ろ
ん
、
物
語
を
朗
読

し
た
も
の
、落
苧
効
果
音
も
あ

り
、
そ
の
場
で
試
聴
も
で
き
ま

す
(
1
回
1
時
間
、土
・
日
・
祝

日
奮
隊
く
、午
前
9
時
～
午
後

7
時
3
0分
)
。気
に
入
っ
た
も
の

は
、本
と
同
じ
貸
出
カ
ー
ド
で
、

―
人
3
組
、1
週
間
借
り
ら
れ

ま
す
。
費
用
は
本
の
貸
し
出
し

と
同
様
無
料
で
す
。
慣
れ
な
い

仕
事
に
疲
れ
た
頭
と
心
を
、
美

し
い
音
楽
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

利
用

案

内

本
を
借
り
る
と
き

は
じ
め
て
の
方
は

、
ま
ず
登

録
し
て
く
だ
さ
い

。
登
録
の
際

一
に

、
住
所
夲
柵
認
で
き
る
も
の

(
健
康
保
険
証

。
運
転
免
許
証

な
ど
)

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
堝
で
貸
出
カ
ー
ド
を
発
行

し
ま
す

。L
(
5

冊
ま
で

、2

週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。
賃
出
カ

ー
ド
と
一
緒
に
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
歹
。

貸
出
カ
ー
ド
は
区
内
共
通
で

す
。
一
度
登
録
す
れ
ば
ど
の
図

一
館
で
も
使
え
ま
す
。

本
を
返
す
と
き

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
返
し
く
だ

さ
い
。
貸
出
カ
ー
ド
は
い
り
ま

せ
ん
。
本
に
つ
い
て
は
区
内
の

ど
の
図
書
館
へ
も
返
す
こ
と
が

で
膏
袤
す
。
図
S
館
が
休
み
の

と
き
や
開
館
時
間
外
に
は
、
ブ

ツ
ク
ポ
ス
ト
竃

」利
用
く
だ
さ

い
。C

D
の
返
却
は
中
央
図
一
館

の
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
(
ブ

ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
)
。

読
み
た
い
本
が
見
つ

か
ら
な
い
と
き
・・・

ま
ず
『
予
約
』
を
し
て
く
だ

さ
い
。
貸
出
中
の
場
合
は
、
本

が
戻
り
次
第
ご
連
絡
し
廖
す
。

区
内
の
他
の
図
書
館
に
あ
る

本
も
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
り
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ

ま
す
。
見
つ
か
っ
た
場
合
は
お

取
り
寄
せ
い
た
し
李
歹
。

ま
た
、
区
内
の
図
一
館
に
な

い
本
も
、
他
区
や
都
立
の
図
書

館
か
ら
借
り
て
ご
用
意
し
ま

す
。

午前9 時から午後8 時まで利用できます

□ 開X。時間
午前9時～午後8時
ただし。以下の図書館と

中央図● 館のコーナーは利
用時間力i異なります。
冫千住図書館…午前9時～
午後5時、木・金曜日は

午後7時30分まで　常東
図書館…午前9時～午後5
時[ >宮城・新田コミュニ
ティ図書館…午前1( 蹲～午
後6 時E> 中央図書館/ 試

聰コーナー…土・日・祝日
を除く、午前9時～午後7
時30分
● 休館日
毎月末日の整理日、特別
整理期間、年末年始
ただし 、千住、常東。宮

城・新田コミ ュニティ図書
館は異なり ます。ご 確認の
上、ご来館ください。
問合せ先 中央図書館

3840―4646

お
め
で
と
う

が
ん
ば
っ
た
ね

区
で
は
、
文
化
活
励
や
体

育
活
動
な
ど
で
大
忝
な
成
果

を
収
め
た
り
、
特
に
た
た
え

ら
れ
る
善
行
を
行
っ
た
区
内

の
小
・
中
学

生
に
対
し
、

褒
賞
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
2
回

目
の
区
長
褒

賁
を
受
賞
し

た
皆
さ
ん

は
、
次
の
通

り
で
す
。

・
文
化
・
小

学
校
・
個
人

の
都○

菊
池
桂

介
(

梅
一

第
一
小
)
・
;
全
国

匐
物
愛
護
ポ
ス
タ
ー
屓
内
閣

総
理
大
臣
賞

圖
文
化
・
中
学
校
・
個
人
の

都
○
中
鳥
千
晴
(
第
十
中
学

校
)
・・・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

エ
作
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
生
の

部
優
秀
賞

○
山
田
達
也
(

第
十
四
中

学
校
)

…

「
原
子
力
の
日

」

記
念
作
文
優
秀

@
大
和

剛
(

第
十
四
中

学
校
)
・
:炎
天
寺
一
茶
ま
つ

り
俳
句
大
会
特
選

ま
た

、こ
の
ほ
か
1
5
団
体
、2
1

人
の
個
人
の
皆
さ
ん
が
教

育
委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し
ま

し
た

。

A
教
育
委
員
会
v

あなたも
賢い消費者に

消費者センター

□
消
費
生
活
調
査
研
究
グ
ル

ー
プ消

費
生
活
に
お
け
る
身
近

な
疑
問
や
商
品
に
つ
い
て
、

調
査
や
研
究
夸
す
る
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
ま
す
。

調
査
研
究
活
動
に
必
要
な

情
報
の
提
供
や
。
簡
易
な
テ

ス
ト
の
指
導
、
勉
強
会
へ
の

講
師
派
遣
な
ど
、
六
稾
ぎ
ま

な
援
助
も
行
い
ま
す
。

あ
な
た
も
消
費
者
グ
ル
ー

プ
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

応
募
資
格

区
内
在
住
で
。

i
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

活
動
期
間
1

年
間

募
集
グ
ル
ー
プ
数
1
3
グ
ル

ー
プ
(
先
着
順
)

□
消
費
者
団
体
登
録

足
立
区
で
消
費
者
問
題
に

関
す
る
活
助
を
行
っ
て
い
る

団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。
登
録
す

る
と
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の

施
設
が
無
料
で
利
用
で
き
る

ほ
か
、
定
期
的
に
消
費
者
情

報
の
提
供
等
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

受
付
期
間
・
時
間
4
月
1
　

日
～
1
5
日
、
午
前
9
時
～
　

午
後
5
時

受
付
場
所

消
費
者
セ
ン
タ

ー
提
出
書
類

▽
消
費
者
団
体

登
録
申
請
S
(
消
費
者
セ

ン
タ
ー
に
あ
ひ
ま
す
)
　

▽
会
則
も
し
く
は
規
約
等

▽
会
員
名
簿

柬
消
費
者
団
体
と
は
、
主
と

し
て
区
内
在
住
の
方
―
人以

上
で
構
虞
し
、
継
続
的
か
つ

計
画
的
に
消
費
者
問
題
に
関

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
を
い
い
嫐
歹
。

-

い
ず
れ
も
い卜

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

お

知

ら

せ

「同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
」は

4
月
か
ら
5
日
号
に
掲
載
し
ま
す
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保
健
ガ
イ
ド

は
つ
ら

つ

健
康
報
告
会

自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
通

し
て
、
保
健
所
で
は
地
域
で
の

健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。今

回
は
、
1
年
間
の
ま
と
め

と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
報

告
会
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
健
康
づ
く
り
、
グ
ル

ー
プ
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
3
月
3
0
日
(
火
)
、午
浚
　

1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

中
火
本
町
保
健
相
談
所

発
表
す
る
主
な
グ
ル
ー
プ

子

育
て
グ
ル
ー
プ

、
健
康
と
食

事
を
考
え
る
会

、
雅
病
・
脳

卒
中
後
遺
症
の
会
、痴
呆
(
ち

ほ
う
)

や
障
害
を
持
つ
方
を

支
え
る
家
族
・
グ
ル
ー
プ
の

賊

噛
(

か
)

む
か
む
の
会

助
言
者

岩
永
俊
博
氏
(

国
立

公
衆
衛
生
院
医
師
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

始
ま
り
ま
す

母
と
子
供
の
広
場

の
び
の
び
楽
し
く
子
育
て
を

し
ま
し
ょ
う
。
お
賍
さ
ん
と
子

供
の
広
場
を
始
め
ま
す
。

日
程

毎
月
第
4

金
曜
日

場
所

汀
北
保
健

相
談
所

内
容

子
供
と
の

遊
び
を
通
し
て

の
お
母
さ
ん
ど

う
し
の
交
流
、

仲
問
づ
く
り

問
合
せ
先

江
北
保
健
相
談
所

・
保
健
婦

了
8
9
6
)
4
0
0
4

育
児
相
談
日
が

毎
月
第
2
金
曜
日
に
!

4
月
か
ら
、
育
児
相
談
日
が

毎
月
第
2
金
曜
日
に
変
わ
り
ま

す
。
4
月
は
9
日
で
す
。

お
問
違
い
の
な
い
よ
う
ご
庄

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

江
北
保
健
相
談
所

・
保
健
婦

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

「障害児歯科診療」

「在宅高齢者
歯科診療」

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
で
、
次
の
歯
科
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
、
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
瘠一
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
禾
僑

の
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る

方
で
、
診
療
場
所
ま
で
通
院

可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴

が
必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。

診
療
日
時

肓
週
木
・
土
曜

日
、
午
前
9
時
I
正
午
(
祝

凵
、
年
末
年
始
を
除
く
)

診
療
場
所

足
立
区
歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
高
齢
者
の

方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問
し
て

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で
、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日

火
～
土
曜
日
(
日
時

は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
トト

申
込
日
時
毎
週
火
1
土
曜
　

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
、

午
後
1
時
～
3
時
3
0分
(
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
歯

科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー
(
足
立
区
歯
科
医
師
会
館

2
階
)
　
(
3
8
8
2
)
3
8
　
8
2
F
A

χ
(
3
8
8
2
)

申込・問a1! 先
足立区歯科医馳[ 腔 體 セン9-　(

社) i !寸区歯科医師会館2 階
住所Tt £15- 5 　涸Rフ・g

ご
協
力
く
だ
さ
い

4
月
の
献
血

日
程

表
―
の
と
お
り

受
付
時
間

午
前
1
0時
～
午
後

3
時
3
0分
(
昼
食
・
休
憩
時

間
を
除
く
)

※
北
足
立
市
場
の

み
、午
前
9
時
～
午

浚
3

時
と
な
り
ま

す
。

問
合
せ
先

葛
飾
赤

士
子
血
液
セ
ン
タ

ー

　
(
5
6
8
　
2
)
2
8
0
1

本
庁
舎
♀
住
)
・

保
健
予
防
係

　

(
3
8
8
2
T
I
　

1
1
㈹

表14 月の献血

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
予
防
接
種

D
PT
(
ジ
フ
テ
リ
ア

、
百

日
せ
き

、破
傷
風
の
3
種
混
合
)

と
小
児
マ
ヒ
(
ポ
リ
オ
)
生
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

□
D
P
T
(
3

種
混
合
)

対
象

表
2
の
と
お
り

接
種
場
所

「
本
院
は
定
期
予

防
接
種
実
施
医
療
機
関
で

す
」
の
掲
示
の
あ
る
指
定
医

療
機
関
(
他
区
で
の
接
種
を

希
望
す
る
方
は
保
健
听
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
)

接
種
日
時

医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
確

か
め
の
上
、
4
月
1
日
か
ら

7
月
3
1日
の
間
に
お
受
け
く

だ
さ
い

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
指
定

医
療
機
関
以
外
、
ま
た
は
決

め
ら
れ
た
年
齢
以
外
で
受
け

る
塲
合
は
有
料
で
す
)

□
小
児
マ
匕
(
ポ
リ
オ
)
生
ワ

ク
チ
ン

対
象

表
2
の
と
お
り

接
種
日
・
場
所

表
3
の
と
お

り
受
付
時
間
午
後
1
時
節
分
～
　

午
後
2
時
4
5分

寮
個
別
通
知
対
象
者
で
、
3
月

末
ま
で
に
届
か
な
い
方
、
ま
た

は
接
種
票
を
粉
失
し
た
方
は
、

保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い

幼
児
は
表
4
の
と
お
り
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
　

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
　

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7
　

本
庁
舎
・
保
健
予
防
係
　

　
へ
3
8
8
2
T
I
-
　

㈹

予
防
接
種
は
を
ろ
し
い
病
気
か
ら
お
子
さ
ん
を
守
り
ま
す

表2 今 回の定 期予 防接種の対象になる方

今回、通知が届く 方

う接種が済んでいない方で、お持ちの接種票で受けられる方

表3 小児マヒ( ポリ オ) 予防接種実施会揚

0」受付畤冏はいずれも午後1時45分～2時45分

※ 学校には、予防接種についての問い合わせはしないでください。
奈駐車揚がありませんので、お車での来場はご遠慮ください。
※ 学校の場合には「上ぱき」を必ずお持ちください。

表4 予防接種を受けら れない幼児

( 1) 熱のある幼児。現在、または最近病気にかかった　
幼児( 心臓病、腎臓病、糖尿病、 免疫 疾患など)

( 2) この1年以内にけいれん( ひきつけ) を起こした　
ことのある幼児

( 3) 麻疹、おたふくかぜ、風しん、水ぼうそうなどに　
かかり、治ってから1 ヵ月以上 たっ てい ない幼児

( 4) この1ヵ月以内に生ワクチン( 麻疹、おたふくか　
ぜ、風しん、ポリ オ、BCG 、 水ぽう そう など) の
接種を受けた幼児、または1 週 間以内 に不活化ワク

チン( DPT 、インフ ルエンザ、日本脳炎など) の接
種を受けた幼児

( 5) 小児マヒ( ポリオ) の予防接種は、前記のほか、
下痢をし てる幼児
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出会ったのは
笑顔。

い きい きと心 豊か に
暮ら し続 けてい き たい

こんにちは。私、「ゆうあいらんど・さの」の寮母、

能男八舜子です。
皆さんが今。 囂陬6 のあることって何ですか。

政治のこと、経済のこと、地球環塊のこと。それとも
家庭のこと、家族のことかな? でも、ベスト3 を上
げてくださいって言えぱ、きっとその中
に入っているのではないかと思われるのが「高
齡者福祉」 。足立区政に間する世論調査「区

政への要猥」で、毎 年獪1 位に 上げられているものな
んですから・・・。
ところで、昏さんは「ゆうあいらんと・さの」を

ご存じですか。「厶厶-・・」なんて因ってしまう方がい
るかも知れませんね。高齢化問題への関心は 高いも
のの、その最前線 老人ホ一厶や在宅サービスセ
ンターがどういうところなのか知つている方は、案
外少ないのではないでしょうか。そこで今回は、私
たち3 人の寮父母が、「ゆうあいら人ど・さの」を再
集してご紹介します。

特 別 養護 老 人 ホ ー ム
さ の

AM
08: 45

出
勤
。

「
さ
あ
、
今
日
も
1
巳

、
か

ん
ば
ら
な
く
つ
ち
ゃ
!

」

AM
09: 0O

利
用
者
の

皆
さ
ん
の
健
康
管

理
は
。
私
た
ち
の
大
切
な
仕
事

の
ひ
と
つ

。

「
昨
夜
か
ら
○
○
さ
ん

、
微

熱
が
纃
い
て
い
ま
す
」「
○
○
さ

ん
は
下
痢
気
味
で
。
食
欲
も
あ

ま
9

な
い
み
た
い
」
―

利
用

者
一
人
ひ
と
り
の
億
康
状
喉
を

的
確
に
把
璢
す
る
た
め
、
午
前
9

時
と
午
後
5

蒔
の
1

日
2

回
、
夜
家
と
日
莉
と
が
交
代
す

る
際
に
、
〝申
し
送
り
〟
と
呼
ぱ

れ
る

打
ち
合
わ
せ
僉
議
を
看
護

婦
と
共
に
閲
い
て
い
ま
す
。

AM
09: 30

申
し
送
り
が
終
わ
る
と

、
す

ぐ
に
お
む
つ

交
換
。交
儕
は
、基

本
的
に
は
午
前
5
時
か
ら

午
後
1
1

時
の
間
に
8
回
、
必
要

が
あ

れ
ば
陣
時
行
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
元

。
全
員
が
お
む
つ

を
し

て
い
る
わ
け
で
ほ

あ
り
ま
せ
ん

が
、「
さ
の
」に
は

一
般
棟
5
0大

。

専
用
介
霞
楝
5
0人
の
計
川
人
も

の
利
用
者
が
い
る
の
で
、
お
む

つ
や

下
着
な
ど
の
洗
濯
物
の
量

も
膨
大
に
・・
・
。

A
M
9
:
3
0

お
む
つ
交
換

A
M
1
0
:
3
0

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

AM
10: 45

私
が
担
当
す
る
一
般
棟
だ
け

で
も
5
0人
の
利
用
者
が
共
同
生

哂
を
し
て
い
家
T
か
ら
、
や
っ

ぱ
り
そ
れ
な
り
に
問
題
も
起
こ

り
ま
す
。
そ
こ
で

、
そ
う
い
っ

た
日
常
生
活
上
の
問
題
を
。
利

用
者
同
士
、
そ
し
て
利
用
者
と

職
員
と
が
話
し
合
い

、
解
決
し

て
い
こ
う
と
、
月
1
回
、「
利
用

卷
懇
談
会
」
を
開
催
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
く
快
適
に

過
ご
し
て
い
け
る
ぷ
つ
努
め
て

い
ま
す
。

A
M
1
0
:
4
5

利
用
者
懇
談
会

AM
11: 30

理
容
室
は

、
毎
週
月
曜
日
に

間
設
し
て
い
零
"

。

A
M
1
1
:
3
0理
容
室

PM
00: 15

食
事
は
生
活
の
基
本
。
だ
か

ら
、
利
用
者
一
人
ひ

と
り
の
身

体
の
状
況
に
合
わ
せ
た
も
の
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も

の
を
お
い
し

く
召
し
上
か
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま

す
。

P
M
0
:
1
5
昼
食

PM
01: 45

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
璽
要
な
健
康
チ
ェ
ッ

ク
。
内
科
医
は
週
一

回
、

精
神
科
医
も
週
2

回
、
診

察
を
吁
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
看
護
婦

が
2
4時
間
体

制
で

、
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
健
康
管
理
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

P
M
1
:
3
0

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

PM
02: O0

楽
し
く
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

吁
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
活
励
。
今

日
は
、一

週
の
先
生
が
急
用
で

お
休
み
の
た
め
、
昔
と
っ
た
き

ね
づ
か
で

召

よ
つ
と
先
生
気

取
り
夕

。ク
ラ
ブ
活
動
は
一

道

以
外
に
も
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
趨
味
に
合
わ
せ
、
生
花
、
俳

句
、
忠

心
、
紙
ね
ん
ど
、
民
謡

な
ど
が
あ
ひ
ま
す
。

PM2: 00
クラブ活動

PM
03: 00

お
や
つ
や
お
茶
を
配
り

な
が
ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

お
話
す
る
の
も
、
健
康
状
胆
等

を
礎
紹
す
る
大
切
な
仕
事
な
の

で
す
。

PM3: 00 お や つ

PM
04: 00

健
康
上
欠
か
す
こ
と
の
で

き

な
い
大
切
な
入
浴
は
、
火
・
木

・
土
曜
日
の
週
3
回
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

PM
05: 00

〝申
し
送
り〟

し
た
後
、
午

険
5

時
3
0分
に
退
社
。
今
日
1

日
を
反
省
し
な
が
ら
、「
明
日

も
、
が
ん
ば
る
つ
っ
と
!

」

高齢者在宅サービスセンター
さ の

午前9 時

送
迎
パ
ス
に
乗
り
込
み
、
利

用
者
の
皆
煢
ん
が
お
住
ま
い
の

地
城
へ
。

「
い
っ
て
き
ま
～
す
!

」

午
前
9
時
さ
あ
出
発

午前10時

午
前
1
0時
～
H
時
3
0
分
の
閧

に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
次
々

と
到
着
。
ま
ず
愚
初
に
、
必
ず

血
圧
測
定
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
す
。

第
一
デ
イ
ホ
ー
ム午前10時30 分

高
齢
者
に
な
る
と

。
そ
の
中

の
一
部
の
方

に
、痴
呆
(
ち
ほ

う
)

の
症
状
が
現
れ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

。
痴
呆
の
症
状

か
逕
む
と

、
時
間
や
鳩
所

、
家

族
の
顔
さ
え
も
分
か
ら
な
く
な

り

、
日
常
隻
活
に
支
障
を
き
た

す
様
々
な
行
助
が
起
こ
り

、
家

庭
で
の
介
霞
が
次
第
に
難
し
く

な
っ
て
き
ま

す
。

第
一
デ
イ
ホ

ー
ム
で
は

。
そ

う
い
っ
た
痴
呆
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
歌
族
の
負
扣
苳
崕

減
す
る
と
同
時
に
、
高
齢
者
自

身
の
残
存
能
力
の
向
上
を
目
指

し
て
、
体
裸
、
ゲ
ー
ム
、
豈
楽

等
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
野

菜
づ
く
り
、
季
節
の
行
事
な
ど

を
行
っ
て

い
ま
す
。
定
員
は
1

日
1
0
人
。
4
月
か
ら
は
、
1
人

週
2

回
の
適
所
と
な
り
ま

す
。

午前10時3Q分 第一デイ

機

能

訓

練午前11時

歩
く
、
立
ち
上
が
る
、
座
る

、

物
を
持
つ
、
靴
を
履
く
卜

私

た
ち
が
、普
段
、何
気
な
く
行
っ

て
い

る
日
常
の
動
作
。し
か
し

、

こ
こ
で
は
、
そ
れ
も
訓
練
の
ひ

と
つ

な
の
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、

脳
卒
中
の
微
邇
症
等
に
よ
り
身

体
的
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
そ
の

維
持
・
増
進

を
図
る
た
め
、
理

学
療
法
士
や

作
策
療
法
士
、
言
語
家
法
士
な

ど
も
交
え
、
必
嚮
に
応
じ
た
訓

練
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
所
は
、「
月

・
木
コ
ー
ス
」

「
火
・
金
コ
ー
ス
」「
水
・

土
コ

ー
ス
」の
3

コ
ー
ス
。
各
コ
ー
ス

と
も
足
員
は
1
5
人
で
す
。

午
前
1
1時
　
機
能
訓
練

機
能
馴
練

給
食
サ
ー
ビ
ス正 午

食
事
は
、
一
人
で
食
べ
る
よ

り
も
多
勢
で
食
べ
る
ほ
う
が
、

や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
し
、
楽
し

い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

デ
イ
ホ
ー
ム
、
機
能
訓

練
を

ご
利
用
の
方
に
、
I
食
枷
円
で
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
昼

食
を
サ

ー
ビ
ス
し
て
い
ま

す
。 正午　昼食( 給食サービス)

第
二
デ
イ
ホ
ー
ム午後1 時

人
は
ど
ん
な
に
年
を
と

っ
て

も
、生
き
が
い
か
あ
れ
ば
、人
生

を
豐
か
に
送
る
こ
と
が
で

き
ま

す
。趣
味
や
娯
楽
、日
常
の

家
庭

生
活
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す

か
ら

。
自
分
自
身
の
た
め
に
自

分
の

能
力
や
活
力
を
役
立
て
て

み
て

く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
、

自
然
と
生
き
が
い
か
生
ま
れ
、

人
生
が
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で

す
。

第
二
デ
イ
ホ
ー
ム
は
、
そ
の

よ
う
な
意
味
か
ら
い
え
ぱ
、
告

さ
ん
の
「
生
き
が
い
」づ
く
り
を

お
手
伝
い

す
る
と
こ
ろ
。
こ
こ

で
は
。
一
人
暮
ら
し
や
身
体
の

状
況
に
よ
り
家
庭
に
ひ
き
こ
も

り
が
ち
4

方
を
対
象
に
、
趣
味

活
動
や
各
柮
行
事
、
健
康
増
進

の
た
め
の
日
常
動
作
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
所
は

、「
月
・
木
コ
ー
ス
」

「
火
・
金
コ
ー
ス
」
「
水
・
土
コ

I
ス
」の
3
コ

ー
ス
。定
貝
は
各

コ
ー
ス
と
も
1
5人
で
す
。

入
浴
サ
ー

ビ
ス

午後2 時

〝国
民
性
包

岔
っ
て
も
過
言

で
な
い
く
ら
い
お
風
呂
好
き
の

日
本
人
。
で
も
、
も
し
あ
な
た
が

ね
た
き
り
や
体
が
不
自
由
な
た

め
に
、
お
風
呂
に
入
り
夕
・
て

も
入
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
・・
・。

サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

そ
う
い
っ
た
自
宅
で
入
浴
す
る

こ
と
か
困
難
な
方
を
対
象
に
、

待
別
な
浴
槽
を
胞

っ
て
入
浴
し
て
い

た
だ
く
サ
ー
ビ
ス

を
吁
つ
て
い
ま

す
。利

用
は
、こ
れ

ま
で
I
人
あ
た
り

月
2
回
で
し
た

が
、
4
月
か
ら
は
2

ヵ
月
に
5
回
程

慶
と
な
り
ま
す
。

午後2 時 入浴サービス

午後3 時

午
後
3

時
前
後
に
は
、
再
ぴ

送
迎
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
奮

窟

ま
い
の
地

域
ま
で
送
り
届
け
ま
す
。

「
ま
た
、
元
気
な
顔
を
見
せ

て
く
だ
さ
い
ね
!

」

午後3 時
帰路へ

今
回
の
特
集
に

は
、「
ゆ
う
あ
い
ら
ん

ど
・
さ
の
」
に
勤
務
す
る

2
2
歳
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
寮
父
毋
さ
ん

た
ち
匚
卜

能
勢
八
寿
子
さ
ん
、
沢
莓

猛
さ
ん
、
長
谷
川
優
子
さ
ん
に
案
内

役
と
し
て

登
場
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

3
人
に
共
通
す
る

の
は
、
仕
事
に
対
す
る
「
熱
い
思

い
」
、利
用
者
の

皆
さ
ん
蚩
兄
つ
め
る

「
優
し
い
眼
」
、そ
し
て
「
す
て
き
な

笑
顔
」
。本
当
に
暉
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

特
別

養
護
老
人
ホ

ー
ム

は

、
家
庭
で
介
護
す
る
こ
と

が
困
難
な
ね
た
き
り
や
精
神

上
著
し
い
障
害
の
あ
る
痴
呆
(

ち
ほ
う
)
性
の
高
鵬
者
が

、

住
み
慣
れ
た
地
域
で

家
族
や

知
人
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
生

活
で
き
る
入
所
施
股
で
す

。

現
在
区
内
で
運
営
さ
れ
て

い
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム

は

、
民
般
の
「
足
立
新
生
苑
」

と
「
紫

磨
圜
」
、
公
設
の
「
さ

の

」と
3

ヵ
所

。4
月
に
公
段

の
「
扇
」が
開
設
す
る
と

、4

ヵ
所
に
な
り
ま

す
。

入
所
で
き
る

方
は

、
原
則

と
し
て
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

で

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の

各
福
祉
事
務
所
(
下
表
)

福祉事務所一覧

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
は
な
は
た
」
「
紊
磨
園
」

「
さ
の
」
、
そ
し
て
4

月
に
開

設
す
る
『
珊
』と
。区
内
に
は
、
4

ヵ
所
の
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。こ

こ
で
は

、区
内
在
住
の
、

原
則
と
し
て

茆
蔵
以
上
の
在

宅
の
方
を
対
象
に
、
次
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
擾

供
し
て

い
ま
す
。

▽
デ
ィ
ホ
ー
ム

▽
機
髄
馴
練

▽
痴
呆
性
高
齢
者
テ
ィ
ボ
ー

ム
(
さ
の
・
扇
の
み
)

▽
給
食
サ
ー
ビ
ス

▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス

▽
シ
ョ
ー
ト

ーミ
ド
ル
ス
テ

ィ
(
短
・
中
期
間
入
所
T

痴
呆
性
高
齢
者
の
方
は

、

さ

の

・
扇

の

み

費
用

▽
シ

ョ
ー

ト

ー
ミ

ド

ル

ス

テ
イ

ー
:
1

日
2

千

畑

円
(
4

月

か

ら

は
2

千

叨

円
)

▽
給

食

サ

ー
ビ

ス

・
・・
枷

円

▽

そ

の

他
・
・・
無

料

問
合
せ
先
本
庁
舎
(
千
住
)

・
高
齢
者
福
祉
佩
　
(
3

8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

特別養護老人ホーム

「扇」
4 月開設

い
よ
い
よ
4

月
に
特
別
一

寢
老
人
ホ
ー
ム
「
扇
」(
扇
一

丁
目
5
2
番
)
か
オ
ー
ブ
ン

。

こ
の

施
股
は

、地
上
3

酪

(
一
部
4

陬
)
、地
下
―
階
、

延
べ
床
面
積
約
4
千
勧
㎡
の

規
懊
で

、入
所
定
員
は
7
6人

。

こ
の
う
ち
一
般
楝
は
3
6人

、

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性
高
齢
者
の

ケ
ア
に
重
点
を
置
い
た
専
用

介
護
棟
は
如
人
で
す

。

ま
た
、
「
扇
」に
は

、
旭
域

の
在
宅
福
祉
の

核
と
し
て

、

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
併
設
。
殿
能
訓
練
や

各
種
デ
ィ
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー

ト

ーミ
ド
ル
ス
テ
イ
。
給
食

サ
ー
ビ
ス
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の

事
業
膏
行
い

、
地
域

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
施
般
を
目
指
し
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
庄
)

・
高
齢
者
福
祉
係
　
(
3

8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
新 し く 仲 間 入 り し ま し た 。 ヨ ロ シ ク!

続
々
オ
ー
プ
ン
予
定

● (仮称)日の出高齢者在宅サービス
センター

● (仮称)高齢者複合施設「六月」

区
で
は

。
区
内
で
最
も
高
齢

化
の
進
む
千
住
地
区
に

、
介
蹲

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
健
勝

維
持
と

崖

き
が
い

を
見
い

だ
す
場
と
し
て

、(
仮
称
)
日
の

出
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の

整
爾
を
計
回
し
て
い
ま

す
。
場
所
は
、日
ノ
出
町
2
7
番
。

閲
設
は
平
虞
6

年
の
荐
の
予
ま

で
、
デ
ィ
ホ
ー
ム
、機
能
訓
陳
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
。
入
浴
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
「
扇
」に
次
ぐ

区
内
で
5

番
目
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム

、(仮
称
)
「
六
月
」
を

平
成
7

年
春
の
聞
設
に
向
け
て

建
設
中
で

す
。
こ
の
施
設
は
特

別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
ほ
か
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
経
費
老
人
ホ

ー
ム
で
あ
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
高

齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス

セ
ン
タ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
併
設
し
た
総
合

的
な
も
の

で
、
区
の
高
齢
者
福
祉
の
拠
点

が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
る
こ
と
に

な
n
ま

す
。

区
で

は
今
硬
も
、
超
高
齢
社

会
が
到
来
す
る
2
1
世
紀
へ
向
け

て
、
老
人
ホ
ー
ム
や

在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
螫
備
を
ほ

じ

め
、
保
闥
・
医
療
、
住
宅
、
雇
用
、

生
き
が
い
対
策
、
ま
ち

づ
く
り

な
ど
、
地
域
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の

充
実
を
総
合
的
に
進
め
て
い

き

ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
庄
)
・

高
齢
化
社
会
対
策
室

(
3
8
8
2
)
1
I
I
I

㈹

( 仮 称) 高 齢 者 複 合 施 設 「 六 月 」 完 成 予 想 図

ホ
ー
ム
で
の
生
活

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「さ
の
」

施
設
長
　神
代
　
忠
男
さん

老
後
の
生
活
を
ど
こ
で

、

ど
の

ぷ
つ
に
送
る
か
は

。そ

只

に
と
っ
て
大
き
な
問
題

で

す
。

ホ
ー
ム
の

生
活
で
一
番
大

切
な
こ
と
は
、「
自
分
の
人

生

を
自
分
で
演
出
す
る
」
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ま
で
の
人
生
は
ど
ち
ら
か

と
言
え
ぱ「
○
○
の
た
め
」
が

多
か
っ
た
人
生
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
。

働
い
て
働
き
ぬ
い
て
、
よ

う
や
呑

と
思
つ
い
て
「
自

分
の
た
め
」
の

人
生
・
夢
が
実

現
で
き
る
時
期

に
、
様
々
な
障

害
が
の
し
か
か

り
、
独
り
暮
ら

し
が
で
き
な

い
、
あ
る
い
は

介
護
者
な
し
で

は
生
活
で
き
な

い
状
態
と
な

り
、
ホ
ー
ム
を

「
終
(
つ
い
)
の
す
み
か
」
と

し
て
選
択
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す

。

そ

う
で
あ

れ
ぱ
ホ
ー
ム

は
、「
終
の
す
み
か
」と
し
て
、

豊
か
な
老
後
生
活
を
保
障
す

る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り

ま

せ

ん
。

そ
れ
ぞ
れ
が
歩
ん

で

き
た
生
活
は
様
々

で

あ
り
、
一
人
ひ
と

り
違
っ
た
生
活
の
流

鍍
が
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
か

、
そ
れ
で
も

「
終
の
す
み
か
」
と
し
て
、

何
と
か
「
和
」
を
保
っ
て
、

豊
か
な
共

同
生
活
に
な
る
よ

う
、
共
に

努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

そ
し
て

、そ
の
た
め
に
も
、

山
ほ
ど
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
。
職
貝
と
語
り
台
っ
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
ま

す
。
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福

祉

障
害
者
の
方
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

を
交
付
し
ま
す

対
象

区
内
に
住
所
の
あ
る
障

害
者
の
方
で
、
呎
の
い
ず
れ

か
の
身
体
障
害
各
手
帳
を
お

持
ち
の
方

▽
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
　

害
の
1
～
3
級

▽
視
覚
障
害
I
級

▽
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

膀
胱
(
ぼ
う
こ
う
)
、直
腸
ま

た
は
小
腸
の
機
能
障
害
1
級

※
た
だ
し
、
自
動
車
燃
料
費
の

助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
夕

ク
シ
ー
券
の
交
付
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

身
体

障
害
者
手
帳
、
印
か
ん

交
付
日
時
4
月
1
3
日
～
1
6
　

日
、午
前
9
時
～
午
陂
4
時
　

3
0
分
(
正
午
～
午
唆
1
時
の
　

間
を
除
き
ま
す
)

※
交
付
日
に
來
ら
れ
な
い
方
は
4

月
1
9日
(
月
)
か
ら
随
時
渡

し
ま
す
。

交
付
場
所
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
♀
住
)
。障
害
福
祉
係
ま

た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

表1 福祉事務所一覧

老人医療受給者証

( 福) 医療証
お持ちの方へ

▽
4
月
1
日
か
ら
、
医
療
機
関

で
診
療
を
受
け
た
と
き
に
支

払
う
「
一
部
負
担
金
」
の
額

が
変
わ
り
ま
す
『
(表
2
)

▽
老
人
医
療
の
入
院
時
一
部
負

担
金
の
特
例
は
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
(
表
3
)

▽
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行

為
で
ケ
ガ
を
し
て
、
健
康
保

険
で
治
療
す
る
場
合
は
届
け

て
く
だ
さ
い
(
老
人
医
療
受

紿
者
証
・
:高
齢
者
医
療
係
へ

亟
医
療
証
…
加
入
の
健
康
保

険
へ
)

▽
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
方

は
高
齢
者
医
療
係
か

、
お
近

く
の
区
民
事
務
所
へ
届
け
て

く
だ
さ
い

▽
区
外
へ
転
出
す
る
方
は

、
老

人
医
療
証
・・ご匁
医
療
証
を
高

齢
者
医
療
係
か

、
お
近
く
の

区
民
事
務
所
へ
返
し
て
く
だ

さ
い

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇

住
)
・

高
齢
者
医
9

係

表2 一部負担金額

表3 入 院 時 一 部 負 担 金 の 特 例

申請してください
児童扶養手当
特別児童扶養手当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

し□
児
重
扶
養
手
当

1
8歳
未
満
(
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0歳
未
満
)

で
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
児
童
。

▽
父
ほ
が
離
婚

▽
父
親
が

死
亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

▽
父
親
が
法
令
に
よ

り
1

年
以
上
拘
罟

れ
て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(

ほ
観
が

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た

児
童
で

、
父
親
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
)

▽
父
観
が
重
度

の
障
害
(

身
体
障
害
者
手
帳
1

・
2

級
程
度
が
該
当
)

支
給
制
限

次
に
該
当
す
る
方

に
は

、
支
給
で
き
ま
せ
ん
　

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方

(
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
)
　

▽
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方

▽
児
竜
が
父
母
の
死
亡
等
に

・
よ
り
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
と
き

。
あ
る
い
は
、
加

給
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き

▽
児
瘡
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
と
き

手
当
月
額
(

平
成
5

年
4
月
か

ら
)

▽
児
酘
手
当
―
人
・・・

全

部
支
給
3

万
8

千
8
6
0円

(
一
部
支
給
制
限
の
場
合
は

2
万
6

千
1
0円
)

▽
2
人

目
は
5

千
円

、
3
人
目
以
降

は
2

千
円
加
算

柬
昭
和
6
0
年
8

月
1
日
以
降
に

児
童
扶
養
手
当

の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
方

は
、
正
当
な
理

由
な
く
5
年
以

上
手
当
の
請
求

を
し
な
か
っ
た

場
合
ご
認
定
請

求
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

□
特
別
児
童
扶

養
手
当

2
0歳
未
爾
で

心
身
に
重
度
お

よ
び
中
度
の
障

害
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童

▽
精
神
薄
弱
で
愛
の
手
帳
1
～

3
度
程
度
▽
身
体
障
害
者
で

身
体
障
害
手
帳
I
～
3
級
程
度

支
給
制
限

次
に
該
当
す
る
方

は
支
給
で
き
ま
せ
ん

▽
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方

▽
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す

る
公
的
年
金
を
支
給
し
て
い

る
と
き

▽
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
と
き

手
当
月
額
(
平
成
5
年
4
月
か

ら
)

▽
重
度
4
万
7
千
囿

円

▽
中
度
3
万
1
千
4
4
0円　

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
児
童
助
成
係

障害者世帯
ひとり親世帯の方

住み替え家賃助成
が受けられます

区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
住

ん
で
い
る
障
害
者
が
い
る
世
帯

お
よ
び
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
が

取
り
壊
し
に
よ
り
立
ち
退
き
を

求
め
ら
れ
た
場
合
、
転
居
後
の

民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賀
等
の
一

部
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
世
帯
(

次
の
要
件
を
全

て
橢
た
し
て
い
る
方
)

▽
後
に
定
め
る
障
害
者
世
帯

ま
た
は
、ひ
と
り
観
世
帯
　

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い▽
所
得
が
所
得
基
準
額
の
範

囲
内
で
あ
る
(
表
4
)

▽
経
済
的
に
独
立
し
て
日
常

生
活
を
営
め
る

▽
取
り
壊
し
に
関
す
る
家
主

の
証
明
が
提
出
で
き
る

障
害
者
世
帯
身
体
障
害
者
手
　

帳
―
～
4
級
ま
た
は
、
愛
の
　

手
帳
I
～
3
度
の
交
付
を
受
　

け
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

ひ
と
り
親
世
帯

次
に
該
当
す

る
1
8歳
禾
満
(
1
8歳
に
な
っ

た
年
の
年
度
末
ま
で
)
の
子

供
と
そ
の
父
ま
た
は
母
、
養

育
者
だ
け
で
構
成
し
て
い
る

世
帯
で
次
に
該
当
す
る
と
き

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た

は
毋
が
死
亡

▽
父
ま
た
は

母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た

は
に
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

▽
父
ま
た
は
毋
が

法
令
で
1

年
以
上
拘
翆
さ
れ

て
い
る

▽
父

が
い
な
い

(
毋
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎

し
た
児
童
で

、
父
に
認
知
さ

れ
て
い
な
い
)

助
成
内
容

▽
家
賃
…
「
転
居
後
家
賃

」と

「
家
賃
助
成
基
準
額
(
表
5
)

」

と
を
比
較
し
て
少
な
い
方
の

額
と

「
転
居
前
家
賀

」
の
差

額▽
転
居
一
時
金
…
転
居
時
に

要
し
た
権
利
金

、礼
金
、仲
介

手
数
料
(

転
居
一
時
金
助
成

基
準
額
の
範
囲
内

表
6
)
　

▽
契
約
更
新
料
…
家
賃
助
威

を
受
け
て
い
る
方
が
契
約
更

新
時
に
か
か
る
費
用
(

家
賃

助
成
基
準
額
の
2

倍
を
限

度
)

申
請
に
必
要
な
も
の
(

転
居
前

に
申
請
が
必
要
で
す
)

▽
転
居
前
住
宅
の
賃
貸
借
契

約
鏘
お
よ
び
家
賃
の
領
収
翕

写
し

▽
住
宅
取
り
壊
し
に
関
す
る

家
主
の
証
明
鏘

▽
前
年
(
1
月
～
7
月
に
つ
　

い
て
は
前
々
年
)

の
所
得
を

証
明
す
る
書
類

▽
印
か
ん

▽
障
害
者
世
帯
の
方
…
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手

帳▽
ひ
と
り
観
世
帯
の
方
二

尸

籍
謄
本
1
通
(

申
請
者
と
児

童
が
同
戸
籍
に
な
い
悒
[

は

そ
れ
ぞ
れ
1

通
ず
つ
)
、ま
た

は
児
童
扶
震
手
当
証
喬
か
ひ

と
り
観
家
庭
医
療
証

申
込
・
問
合
せ
先

▽
障
害
者

世
帯
の
方
・・・
障
害
福
祉
係
　

▽
ひ
と
り
親
笆
帯
の
方
・
:
児

童
助
吸
係
(
い
ず
れ
も
本
庁

舎
)

表4 所得基準額

表5 家賃助成基準額

表6 転居一 時金助 成基準額

掲
示板

□
人
事
労
務
、
年
金
相
談
　

就
業
規
則
、
給
与
規
定
の

改
正
、
年
金
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
時

毎
月
第
2
水
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用

無
料

問
合
せ
先

社
会
保
険
労
務

士
会
荒
川
・
足
立
支
部
　

　
(
3
8
8
2
)
8
4
4
8

□
「
表
示
登
紀
の
日
」
無
料

相
談

日
時
4
月
1
1
日
百
)
、午
　

汝
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
西
新
井
サ
テ
ィ
4
　

階
)

相
談
内
容

土
地
・
建
物
の

調
査
・
測
挺
、
境
界
問
題

お
よ
び
不
動
産
の
表
示
登

記
の
相
談

問
合
せ
先

東
京
土
地
家
屋

調
査
士
会
足
立
支
部

(
3
8
5
3
)
2
0
7
9

□
4
月
か
ら
水
道
局
の
夜
間

窓
口
等
の
取
扱
い
が
変
わ
り

ま
す

平
日

午
後
8
時
ま
で
は
最

寄
り
の
営
業
所
へ

午
後
8
時
以
降
・
休
日
(
水
　

も
れ
な
ど
緊
急
の
場
合
)
　

荒
川
営
業
所
夜
間
休
日
　

専
用
電
話
　
(
3
8
0
2
)
　

2
1
6
4

□
都
立
港
工
業
高
校
定
時
制
2

次
・
禰
欠
募
集

受
付
日
4
月
1
・
2
日

募
集
学
科
機
械
科
、電
気
　

科
、電
子
科
(
い
ず
れ
も
　

I
～
4
年
生
)

字
力
検
査
日
4

月
5
日

検
査
科
目

国
語
、
数
学
。

英
語
(
2
年
生
以
上
は
英

語
の
代
わ
り
に
専
門
科
目

の
基
礎
)

※
2
5歳
以
上
の
方
が
1
年
生

に
応
募
す
る
場
色
、
学
力
倹

査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
港

工
業
高
校
定
時
制
事
務
室

(
3
4
3
1
T
5
8
3
　

(午
後
2
時
1
8
時
)

・
工
芸
高
校
生
徒
募
集
(
定

時
制
)

聴
講
生
(
科
目
履
修
生
)

開
般
講
座

彫
金
・
鍛
金
講

座
、
ワ
ー
ブ
ロ
ーパ
ソ
コ

ン
ーコ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ツ
ク
ス
講
座
、
木
材

工
芸
講
座
、
版
画
工
芸
講

座
、
中
国
語
講
座

社
会
人
の
編
入
3

学
年
に

編
入
し
、2
年
間
で
専
門

科
目
3
0単
位
以
上
修
得
す

れ
ば
、
卒
業
資
格
が
得
ら

れ
ま
す

対
象

高
等
学
校
の
課
程
修

r
者
、
お
よ
び
同
等
の
学

力
を
有
す
る
者

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
工

芸
高
等
学
校
(
定
時
制
)
　

　
(
3
8
1
4
)
8
7
5
5

□
公
開
調
演
会
「
寅
さ
ん
と

く
ら
し
」

日
時
5
月
1
2
日
(
水
)
、午
　

後
2
時
～
3
時
3
0
分

場
所

朝
日
生
命
ホ
ー
ル

(
J
R
新
宿
駅
西
口
下
車

徒
歩
3
分
)

講
師

山
田
洋
次
氏
(
映
画

監
督
)
'

定
s
6
5
0人

応
募
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
　

(人
1

通
)

応
募
期
限
4

月
1
0日
消
印

有
効

応
募
・
問
合
せ
先

諧
東
京

都
福
利
厚
生
事
業
団
管
理

部
企
画
課「
公
開
講
演
会
」

係

〒
旧
-
0
9
新
宿
区

西
新
宿
2
-
3
-
I

新
宿

モ
ノ
リ
ス
2
8階

(
5
3
8
1
)
9
2
2
5

4
月
の
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

防
火
管
理
を
徹
底
し
よ
う

子
供
の
火
遊
び
を
な
く
そ
う

第2 回 野烏モニター

募集します

も
神
拝
公
園
の
オ
ナ
ガ
ガ

モ
の
事
件
以
采
、
ま
す
ま
す

野
鳥
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
野
鳥
の
会
指
導

員
の
研
修
を
受
け
な
が
ら
自

宅
周
辺
の
調
査
を
す
る
野
鳥

モ
ニ
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
野
鳥
の
知
識
や
観
察
力

が
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
し
、
毎
日

通
る
逎
も
違
う
景
色
に
見
え

て
き
ま
す
。

募
集
人
数
1
2
人
(
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

対
象
区
内
在
住
、ま
た
は
　

区
内
で
調
査
が
で
き
る
1
8
　

歳
以
上
の
方
で
、調
査
報
　

告
翕
を
必
ず
提
出
で
き
、　

研
修
に
も
尠
加
可
能
な
方

調
査
期
間
5
年
4
月
～
6
　

年
3
月

調
壼
回
数
6

回
(
奇
数
月

の
上
旬
～
中
旬
の
‘元
1
　

日
を
自
由
に
設
定
)

調
査
時
間

午
前
6
時
か
ら

1
0時
の
間
の
2

時
間
程
度

調
査
場
所

各
モ
ニ
タ
ー
の

自
宅
近
く

の
ル

ー
ト
を

「
公
社

」
で

指
定

報
告
書

調
査
月
下
旬
の
研

修
日
に
提
出

研
修
7

回
(
区
外
I

回

、

区
内
6

回
)
、い
ず
れ
も
日

曜
日

調
査
・
研
修
に
必
要
な
物
　

双
眼
鏡
・
野
鳥
の
図
鑑

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

水
と
緑

の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6
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福

祉

介
護
者
の
休
養
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
ご
利
用
を

俘
宅
介
護
の
必
要
な
高
齢
者

や
障
害
者
の
方
へ
の
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
派
遇
の
内
容
を
允
実

し
ま
し
た
、

▽
介
護
者
が
ど
婦
葬
簾
や
学
校

等
の
公
的
な
行
事
に
参
加
し

た
り
、
休
養
を
と
る
場
合
に

利
用
で
き
ま
す
[
I
回
あ
た

り
3
時
間
派
遣
の
場
心
は
年

1
2回
ま
で
、6
時
間
派
遣
の

傷
白
は
年
6
同
ま
で
)

T
日
常
の
生
活
状
況
が
栄
服
度

の
状
態
に
あ
る
世
帯
に
対

し
、
週
2
1時
問
を
限
度
に
ほ

囗
派
遣
で
き
ま
す

な
お

。
収
人
に
応
じ
て
費
川

釣
袒
が
あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
4

月
I
囗
か
ら

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事

務
所
(
表
1
、6
面
に
掲
載
)

へ
。年

金

お
忘
れ
な
く

保
険
料
の

納

期

限

ぶ
民
年
金
保
険
料
の
之
払
い

は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
お

手
元
の
納
付
書
を
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

平
威
4
年
度
分
の
保
険
料
の

攅
唆
の
納
期
限
は
、4
月
3
0日

で
す
。

お
近
く
の
銀
行
・
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所

・
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ
忘
れ

ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

巾
央
泰
町
り
酉
・

国
民
年
金
課
傑
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

4
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
4
月
7
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
火
木
町
斤
溽
2
階
、

国
民
年
金
・課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

っ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
唄
に
、
足
皀
哇
会
保

険
事
務
所
の
担
当
穴
が
お
黔

え
し
ま
す

※一
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
毎
月
第
1
水
曜
日
に
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

税

金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
4
年
度
の
特
別
区
民
穐

・
都
民
碗
、
軽
自
動
印
税
の
吶

關
限
が
、
す
で
に
過
ぎ
て
い
ま

す
。ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、

至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
延
滞
金

(年
率
1
4・
6
%
)
が
加
算
さ

れ
、
理
巾
な
く
納
め
な
い
と
芹

押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

特
に
平
成
3
年
度
以
前
分
を

納
め
て
い
な
い
ぢ
は
、
ご
心
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
な
事
情
で
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
戀
‥
や
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

保

険

お
送
り
し
ま
し
た

新
し
い
国
民

健
康
保
険
証

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
国

民
健
康
保
険
証
は
3
月
3
1日
で

有
勧
關
限
が
切
れ
る
た
め
、
4

月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し

い
国
民
健
康
保
険
証
を
3
月
2
4

日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

碍
院
や
診
療
所
な
ど
で
診
療

を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新
し

い
国
民
健
康
保
険
沚
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

令
新
し
い
保
険
証

二

股
被
保
険
者
証
…
さ
く
ら

色
▽
退
職
被
保
険
者
証
・
=濃
ク
リ

ー
ム
色
(
渙
い
黄
色
)

◆
内
容
の
確
認
を

川
い
た
国
民
健
康
保
険
証
の

記
載
に
誤
り
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
区
民
事
務
所
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
し
た
り
、
両

き
込
ん
だ
り
す
る
と
国
民
健
康

保
険
証
は
無
効
と
な
り
、
医
9

機
関
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
古
い
保
険
証
は
お
返
し
を

有
効
期
限
の
切
れ
た
占
い
国

民
健
康
保
険
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に

お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
朮
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

職
員
(
看
護
婦

・
Ⅱ
類
)

選
考
日
5

月
2
3日
百
)

採
用
予
定
日
7

月
1
日
以
降

勤
務
先

保
育
園
、
心
身
障
害

柚
袵
施
設
な
ど

募
集
人
数

石
卜
乙

受
験
資
格

石
護
哺
の
口
格
を

持
つ
、
昭
和
3
3鄒
7
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方

申
込
方
法

履
歴
書
1
通
を
持

参
ま
た
は
郵
送

申
込
日
時
4

月
5
日
1
3
0
　

囗
、
午
後
9
時
～
午
後
5
時

(郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
庄
)
・
人
嘔
係

〒
1
2
0
一
件
1
-
4
1
8

保
養
所

保養所の
利用案内は
エクスプレス号
( 1 日 号) に 掲 載

こ
れ
ま
で
毎
月
2
5日
発
行
の

一
あ
だ
ち
広
報
」
に
褐
載
し
て

き
ま
し
た

崘

養
所
の
利
用
案

内
ヅ
は
、
い毋
川
1

凵
発
賍
の
「
あ

だ
ち
広
報

　
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に

掲
載
し
ま
す
。

6
月
分
の
利
用
案
内
は
、
4

月
1

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
期
問
(
1

日
1
1
0

日
)
、
甲
込
方
法
等
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

犬
広
報
課
≒

保
養
所
(
湯
河
原

・
伊
豆
高
原
あ
だ

ち
荘
)
の
休
館
日

湯
河
原
あ
だ
ち
荘
、
伊
豆
高

原
あ
だ
ち
荘
と
も
に
、
第
2
・

第
4
の
穴
・
水
曜
日
は
休
館
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

6
月
の
休
館
日
8

・
9
・
2
2
　

・
2
3日

鹿沼野外レクリ
エーションセンター

7 、8月分の利用申し込み

利
用
日
数
2

韵
3
日
ま
で

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
与

利
用
料
金

表
7
の
と
お
り

申
込
方
法

住
復
(
ガ
キ
に
宿

韵
施
設
訊‥
、
団
体
乙
、
代
表

名
の
仕
所
、
氏
名
'
K
話
尽

号
、
利
用
人
数
を
明
記

了

団
体
1
通
に
隕
る
。
重
複
申

し
込
み
は
無
砂

申
込
期
限
4

月
1
3日
必
着

受
付
番
号
の
抽
選
4

月
1
5日

受
付
日
・
場
所
1

月
2
4月
・

所
業
振
興
館

氷
抽
選
で
決
定
し
た
受
け
番
号

川
に
希
甲
日
を
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

木
庁
心‥

〒
恬

・
体
斤
管
理
係

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

表7 鹿沼野外レクリエーションセンター施設使用料

鹿沼野外レクリエ ーション
センターの バンガロー

生
活
環
境

勤
労
青
少
年
寮

の
入
寮
者
募
集

場
所
勤
労
'
■
少
年
亰
f
庄
　

桜
ぺ
9
』
-
-
1
5
-
1
-
1
0
1
)

対
象

胤
内
の
中
小
企
業
で
働

い
て
い
る
1
5
歳
以
上
2
8
歳
末

満
の
独
身
男
性
で
、
平
均
月

収
が
2
0
万
円
以
下
の
方

交
通

北
千
住
駅
か
ら
都
営
ま

た
は
東
武
バ
ス
、
千
佳
桜
教

町
下
市
徒
歩
2

分

施
設

内
容

個

室
(
H

・
7
　

ぜ

、
談
話
室
、
集
会
室
、
浴

室
な
ど

※
自
炊
は
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料

月
額
6

千
1
0
0円

は
　

か
に
ガ
ス
、
水
逎
、
電
気
料

が
か
か
り
ま
す

問
合
せ
先

中
火
右
町
ふ
と

・
産
業
振
興
課
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

お
し
ら
せ

都
市
農
業
公
園

が
休
園
し
ま
す

汪
北
公
園
内
に
あ
る
乱
巾

農
業
公
園
は
、
改
良
1
:事
の

た
め
4
月
1
囗
か
ら
ず
収
6

年
9
月
3
0日
頃
ま
で
休
園
し

ま
す
ご
罘

便
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
会
議
室
・
実
習
室

等
集
会
施
設
は
、
引
き
続
き

利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

巾
央
木
町
庁
溽

・
公
園
課

へ
3
8
8
0
乙
5
2
6
1

バ
ス
で

桜
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

縵
は
足
立
区

の
シ
ン
ボ
ル
で

す
。
区
内
で
は

寒
桜
か
ら
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
、
八

屯
械
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
桜
を
Q

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

今
回
は
「
荒

川
の
五
色
桜

」一

に
代
尺
さ
れ
る

八
。町
桜
を
に
学

し
ま
す
。

日
時
4

月
1
8
　

囗
(
凵
)
、
乍

前
9

時
3
0分

本
庁
舎
(
千
住
)
前
集
合

見
学
場
所

上
沼
田
中
学

校
、江
北
北
部
緑
道
公
園
、

都
市
農
業
公
園
ほ
か

対
象

ぼ
内
政
什
の
1
8歳
以

上
の
刀

定
員
4
0
人
(
杣
選
)

費
用
2
f

円

丘
食
代
を

惣
9

申
込
方
法
住
酊
(
ガ
キ
に
　

仕
所
、
氏
名
、
年
齡
、
電
　

話
番
9
-
を
明
記
(
(
ガ
キ
　

ー
通
に
2
人
ま
で
申
し
込

み
可
)

申
込
期
限
4
月
5
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
水
と
緑
　

の
公
社
〒
1
2
0
綾
瀬
2
1
　

3
0
-
6

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

都
市
農
業
公
園
の
八
重
桜

みんなで なくそう
放置自 転 車
まずあなたの1 台から

駅
周
辺
の
路
上
や
広
場
等

に
は
、
無
秩
序
で
大
量
に
自

転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
歩
行
者
。
特

に
高
齢
者
や
障
害
者
の
力
の

通
行
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
緊
急
時
の
活
動

等
の
妨
害
に
も
な
り
ま
す
。

区
で
は

。区
内
各
駅
周
辺

お
お
む
ね
3
0
0
a
以
内
を
自
転

申
の
放
黔
禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
ご

」の
区
域
に

放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
撤

去
し
て
保
管
所
に
運
び
ま

す
。撤

去
自
転
4
1の
返
還
時
に

は
、
撤
去
料
2
千
円
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。
引
き
取
り
が

な
い
場
合
は
、2
ヵ
月
経
過

後
に
処
分
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

□
目
立
つ
春
休
み
期
間
中
の

放
置
自
転
車

春
休
み
等
の
学
校
が
休
み

の
期
問
、
学
生
・
生
徒
の
自

転
車
放
ぎ
か
目
立
ち
ま
す
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

駅
に
近
い
方
は
。
で
き
る

だ
け
歩
い
て
く
だ
さ
い
ご
目

転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
決
め
ら
れ
た
自
転
車
置

き
場
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
自
転
車
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
子
育
て
教
室
「お
母
さ
ん

も
1
年
生
」4
月
1
6
日

(
金
)
、午
汝
2
時
～
3
時
3
0

分
二
人
谷
山
谷
巾
什
区
セ
ン

タ
ー

‘無
料

加

藤

昔
(
3
6
2
0
j
7
7
5

☆
手
話
講
座
(
基
礎
)
1

月
1
4
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、

午
唆
7
時
～
8
時
4
5
ヤ
/
中

央
本
町
セ
ン
タ
ー
ノ
半
年
5
0
0

円

、
別
に
テ
キ
ス
ト
代
実
費
/

小
林

霓
3
6
0
5
)
0

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

歌
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
夕
べ

4
月
1

日

米
)

、
午
汝
7

時
(
閧
場
午
後
6
時
3
0岔
/

前
売
2
千
円
/
売
上
は
区

文
化
振
興
昼
金
に
寄
付
し
ま

す
4

の
会
(
Ⅲ
囗
)

　
(
3
9
1
2
j
2
0
9

=
募

集
=

☆
足
立
区
舞
踊
研
究
会
毎

月
1
回
、午
汝
1
時
3
0
分
～

4
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
千
円
、
講
習
料
千
円
/

西
島

昔
(
3
8
8
2
j
l

☆
裏
千
家
茶
道
(緑
水
会
)

毎
週
月
畔
日
、
午
前
1
0時
I

正
午
ノ
江
北
セ
ン
タ
ー
ノ
初

心
考
歓
迎

入
会
金
千
円
、

月
額
3
千
5
0
0円
。
な
花

　

(
3
8
5
4
)
4
7
3
7

☆
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
　

毎
週
木
曜
日
、午
前
1
0
時

I
H
時
3
0
分
、午
後
7
時
～

8
時
3
0
分
/
朝
日
信
用
金
唯

子
僅
支
店
ほ
か
/
入
会
金
2

千
円
、1
M
7
0
0
円
ふ
村

ハ
3
8
8
8
言
7
2
7

☆
(
。ピ
ー
ヨ
ガ
匈
週
人

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
ぷ
午

占
年
セ
ン
タ
ー

入
会
金
千

円
、
月
額
2
子
5
0
0円
　初
心

者
歓
迎
/
蔘
原

　
(
3
9
1
4
)
3
0
8
1

☆
油
絵
(
木
陽
会
)
毎
週

木
曜
日
、午
後
6
時
～
9
時

ノ
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

入
余

金
子
沺
円
、
月
額
千
5
0
0円
丿

池
田

　
(
3
8
8
3
ゝ
6
2

6
2
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第46 回

都民体育大会
足立区予選会

□
柔
道
大
会

日
時
4

月
1
8日
(
日
)
、
午
前

9
時
3
0分
か
ら

場
所

東
京
武
道
館

穩
目
・
方
法

▽
小
・
中
学
生
の

部
・・・
学
年
別
紅
白
高
点
試
合

▽
一
般
女
子
・
有
段
者
の
部

・・・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動

・
在
学
の
方

参
加
費

▽
小
学
生
・・・
2
0
0
円
　

▽
中
学
生
・
:
瓰
円

▽
高
校
生
以
上
…
S
円

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年

齡
、
身
長
、
体
重
、
段
位
を

明
記
の
上

、
費
用
を
添
え
て

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

申
込
期
限
3

月
3
1
日

申
込
・
問
合
せ
先

原
島
久
武

〒
m
一
千
住
旭
町
1
0
-
1
3

(
3
8
8
2
)
3
8
3
8

□
剣
道
大
会

日
時
4

月
2
9日
(
祝
)
、
午
前

8
時
3
0
分
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー

・
大
体
育
室

種
目
・
方
法

▽
個
人
峨

▽
段
位
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦

※
女
子
の
部
は
、2
5歳
以
下
と
2
6

歳
以
上
の
部
に
分
け
ま
す
。

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
(
高
校
生
以
上
)
の
方
お

よ
び
連
盟
会
員

参
加
S

瞋
円
(
傷
客
保
険
料

を
含
む
)

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年

齡
、
性
別
、
段
位
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
参
加
費
を

添
え
現
金
一
留
で
郵
送

申
込
期
限
4

月
8
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

野
中
廣
司

〒
a
竹
の
獵
2
-
3
2
1
1
7
　

(
3
8
5
9
)
4
0
5
0

□
空
手
遭
大
会

日
時
4

月
2
9日
(
祝
)
、
午
前

9
時
か
ら

場
所

中
央
本
町
体
育
館

種
目
・
方
法

組
手
拭
合
(
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
)

参
加
費
3
0
0円

申
込
方
法

団
体
責
任
者
が
取

り
麥
こ
め
て
空
手
遭
連
盟
へ

申
込
・
問
合
せ
先

鬼
沢
栄
　

〒
1
2
1舎人
5
-
6
-
3
3

心
3
8
9
7
)
4
0
1
3

□
弓
道
大
会

日
時
4

月
1
1日
百
)
、
午
前

1
0時
か
ら

場
所

緑
町
道
場
(
北
千
住
公

園
内
)

種
目

近
的

笋
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

の
方

参
加
費

沺
円
(
当
日
会
場
へ

持
参
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
4

月
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

名
倉
靖
　

　
(
3
8
8
1
T
7
0
4

第37回

区
民
芸
能
大
会

参
加
者
を
募
集

日
時
5

月
2
2日
(
土
)
、午
前

1
0時
～
午
後
4
時
3
0分

鳩
所

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

出
場
資
格

観
光
協
会
会
員
・

家
族
ま
た
は
区
民
(
前
回
大

会
優
秀
賞
、
優
良
賞
の
受
賞

者
を
除
く
)

募
集
種
目
お
よ
び
組
数

歌
の

部
、
踊
り
の
部
、
各
3
2組

応
募
条
件

個
人
を
原
則
と

し
、
団
体
の
場
合
は
1
0人
以

内
(
1
人
1
種
目
に
限
る
)

参
加
R

参
加
者
1
人
当
た
り

▽
会
員
・
家
族
・
:沺
円

▽
会
員
以
外
…
千
円

申
込
方
法

申
込
S
に
6
2円
切

手
を
添
え
事
務
局
へ
直
接
持

参
、
ま
た
は
郵
送
(
応
募
多

数
の
塀
合
は
抽
選
)

募
集
期
限
4

月
5
日
必
櫞

※
く
わ
し
く
は
、
観
光
協
会
事

務
局
、
各
区
民
事
務
所
に
あ
る

申
込
書
、
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

観
光
協
会

串
務
局
(
中
央
本
町
庁
舎
・

産
業
振
興
課
内
)

〒
圀
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

情 報 コ ー ナ ー

日本語ボランティア養成講座
日本語力i 幻ガ6f困ワフr1丶6外

国人苳) 帰国者c、日本語登教久6
ボランティア缸忿0家世&小。外
国語以?含忿〈r屯大丈夫?t。
日時4月14日～6月30日、9月　
1日～12月2日、平成6年1月　
12日～3月16日、Df札色毎週　
水曜日、午後2時30分～4時30　
分( 全33回)

場所12 月 次? 除女性総合センタ
ー。平成6 年1 月加6 唸青年セ
ンター

対象 区内在住・在勤・在学○ 方

講師 沢邑喞寸子氏( 日本語学校
教師)

定員30 人( 抽選)
費用 テキスト代3, 0〔X〕円稈廖
申 込方法 往復ハガキ応住所、氏
名( フリガ ナ) 、年齢、職業、電
話番号、希望琿由壱明記

申込期限4 月5 日必着
申込・間合世先 女性総 合センタ
ー・日本語ボランティア担当
〒123 梅田7- 33- 1 エル・ソ
フ ィア内 　3880- 5222

新しい仲 間を 募集

青年センター親子遊びグループ
青 年 センタ ー? 唸, 観子 遊1:戸辺)

グ ル ープ カs楽uI , 丶活勣 壱u7 い 家

寸 。
直)忿 穴二屯,聡 子 右A, & 緒 缸仲

間l i二t o 家世A, カ丶

募集 グ ル ープ[ > パン ダ … 火隰 日
( 月2 回) c> スイ ート ピ ー・・・

木皿 日( 月3 回) 【>〈 家sA, 　

… 金 昭 日( 月1 回)
〈t ) L ・〈 諡, 為問1 丶合t ) 甘〈 愬

右1,丶。a 案 内 奢送 付u 密寸 。
間合世先 青年センター

3890―0061

浮世 絵展

「歌川国貞」
町人○ 文化芸術カ1蔑 右輝小b11

時代愬qt 江戸○ 跂蜀 。乙叨
・Wj 多〈 ○ 浮世絵ガ制作St 1 忠bt
。寡展? 眩、当1応嚴 右人気崟集
治t 浮世絵師、歌川E詞貞○ 作品右
展示 廴、忠寸。
匐矍喝3月20日～5月9日( 1葢i 飃　
月覯日休館、5 月3 日眩開館。
5 月6 日仕休館)

開館時間午前9時～午後5時　　
C癶j S1141珎30分求?)

入館剌1> 大人… 29( FI 【>小・中
学生-・・l ( X)円( 団体20人趾卜眩各

半額)
場所・間合世先 郷土薄物館

3620―9393

「
当
世
三
十
二
相
J

ζ
、ワ
戡
相
」

Λ
歌
川
国
貞
▽

老人会館の各種教室
□ 水彩画教室
日時4月～平成6年3月( 月' 2　
回、第1・3水曜日) 、午後1時　～
2 時30分( 全24回)

内容 水彩画壱初歩小6 習1丶宏宦
定員30 人( 抽 選)
費用 無料
□ 書道教室
日時4月～9月( 月2回、第2　
・4火曜日) 、午後1時～2時30　
分( 全12回)

内容 書遭夸基礎加6 学び求宦
定員30 人( 抽選)
費用 無料

□ 牛花教室
日時4月～9月( 月2回、第2　
・4水曜日) 、午前10時～正午　　
(全12回)

内容 生花( 柳古流) 壱基本ガ6　
学口c求寸

定員30 人( 抽選)
費用 材料費《x) a 部負担

Qf t l t 3
対象g 皿 以上○ 区iヌ沢I E住○ 方
申 込方法 直接窓口密t 唸電話
申 込期限3 月30日
堙所・申込・間合世先 老人会館

3859 ―9732

あな たの相談室 問合せ先足立区役所本庁舎( 干住) 1階区民相談窒
所在地千住1- 4- 18　3882―1111( 代)

困ワ愬乙色々心配収乙& ガ 凌5Q吹レ 惣5 、懣気軽CJ 利用< 忿怒1,丶(無料・鵬密厳守)

相 談時 間 が 変 わ り ます

女 性 総 合 センター 女性相談室
女性○ 持ワ様々忿悩& 忙女性問

題専門( X)カウンセラーカi相談忙応U
曷「女性相談」。モ○ 相鮫時間カi 4
月カ怖 次OXQ 引 乙汲丿 忙忿Q 密

寸。

相談時間【>月・火・金燿日…午　
前1( 葺胯～午後4時( 正午加6午　
後1時壱除<) C>水・木曜日　
…午後2時～8時( 午後5時～　
6 時以除〈)

※ 相談忙淙。予約カW、要? 宦。
申込・間合世先 女性総合センタ
ー・女性相談室 　3880 ―5223

生涯学習館

施設の貸し出しスタート

乙オ1密? ○ 東部R 匣ホール壱改
修u 、新九忙生唾学習館&ut ス
タ ートu 密寸。乙Q 施設応唸、放
送大学東京第三学習センタ ーカi併
般s オ1、4 月小6 授業壱開 始u 密
寸。
生涯学習館( x)ホール、講義室。

和室、実習室以、放i芙大学( x)授業
缸支障( x)忿1,丶範囲?5 月勁6 区民
○ 皆盲八応貸u 出u 忠寸。
申u 込&( z) 受廿付l j 唸、4 月1
日、午前9 時小6? 寸。直接窓口
ヘ匐1丶?〈 六f盲い。
※ 生涯学 習館、放送大学東京第三
学習センター缸ワt ,丶t 唸r 南穴f右
広報」エクスプレ ス4 月1 日号?
〈t ) u 〈 匐知6 ゼーu家寸。
申込・間合廿先 生唾学習館

3605- 7181

第1 期

区民フォークダンス教室

日時4月～6月( 第2・4木曜　
日、午後6時30分～8時30分、
全6 回)

場所 千寿第三小学校体育館
対象16 筬以上( x)区内在住( x)方
費用500 円
※ 上履 用運動 靴壱a 持参〈 思 惑
レ丶。
申込方法 電話予約
申込・間合世先 区フォークダン
ス沸盟・長谷部　3881 ―9065RECYCLEPAPER

森林資 源襤大切|二

A. T. H. 240, 000


